
2023年度チャレンジ講座（第15回）を実施しました

1月31日（水曜日），第15回（文系第8回）のチャレンジ講座を実施しました。今回は，経済学部の山浦

陽一先生より，「農村を・が支える若者・大学生」というテーマで講義していただきました。

大分大学経済学部のプログラムである「田舎で輝き隊！」の活動を中

心に，農村の現状と若者・大学生にとっての農村の意味についての解説

が，プログラムに参加している大学生や大分県の農村の人々の実際の声

をもとに行われました。

「田舎で輝き隊！」の３つのコンセプトやプログラムの全体像の説明の後，

2023年度の活動実態についての説明がありました。本年度の「田舎で輝き

隊！」は「杵築班」と「安心院班」があり，「杵築班」の地域運営組織の活

動計画策定支援，「安心院班」の放置竹林整備とキャンプ場開発についての

詳細な活動説明とそれらの出口戦略が解説されました。

また，大分大学経済学部の改組に伴い，「田舎で輝き隊！」のプログラムが

なくなることが伝えられました。同時にプログラム自体はなくなっても地域

における活動は継続的に行っていくことも伝えられました。質疑応答の時間

では，山浦先生と受講生との双方向のコミュニケーションが展開されました。

大学における学びが机に座っての座学のみならず，フィールドワークなど

活動的な学びも重視されているということが山浦先生の講義から伝わり，大

学で学ぶことの楽しさを生徒が実感できる非常に貴重な講義でした。

今回は18校283名の高校生が受講しました。感想の一部を紹介します。

○お忙しい中貴重なお話を聞かせていただきありがとうございました。私は「地域活性化」について大学

で学びたいと思っていたので、このような話が聞けてすごく良かったです。大学で学ぶだけでなく、現

地に行って現地の方々と地域活性化に取り組めるのを知り、改めて大分大学経済学部に進学したいと思

いました。「田舎で輝き隊！」がなくなってしまうのは残念だけど、ゼミでも同じような活動ができる

とおっしゃっていたので数年後私もこのような経験ができるように受験を頑張ろうと思えました！

〇自分の地域の農業について調べてみようと興味が湧いた。また、自分が興

味のある経済学部について大学生の話を聞く事ができ、活動を知る事がで

きるいい経験になった。

〇経済学部という堅苦しいイメージがなくなり、とても良い印象を持てまし

た。とてもわかりやすく説明してくださり、農業に興味を持つことができ

ました。


